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副目的

款 項 目 大 中

％ ％ ％

事務事業名 スポーツ大会開催委託事業

会計区分 事業類型 一般一般会計
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事業番号 402

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート
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要要要要

担当部

直接実施・

運営

2 委託

平成１２年度以前 ～事業期間

総合計画

分野別計画

予算区分

スポーツ活動を充実する

4

スポーツ推進課

スポーツ推進係

31

平成３０年度以降

スポーツ

担当課

6

教育文化

あらゆる世代の市民のスポーツ活動の機会の充実のため、各種スポーツ大会を開催し、ス

ポーツの振興を図る。

市民体育大会、市民駅伝競走大会、シティマラソン大会、四市交歓大会、愛知万博メモリア

ル市町村対抗駅伝競走大会、バレーボール｢Ｖリーグ」等大会誘致事業を委託した。なお、

この事業の実施にあたり委託契約事務、大会運営の協力など事務を行った。

(直接経費の内訳）

小牧市体育協会委託料（26,541千円　）

※その他財源の内容

シティマラソン参加料（5,500千円）

助成 0

10

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

スポーツ振興計画

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

531

0.00

0

29,832

27,072

116.9

21,572

0.00

0

36,732

0

5,786

531

0.00

0

531

0.00

28,313

17,359

0

費用合計

27,782 22,614

6,349

23,145

81.7

受益者負担

費

用

直接経費

正職員

国・県支出金

対前年比

その他財源

21,964

0

一般財源

Ｈ21決算額

シティマラソン参加料（5,500千円）

○H24年度実施内容

　 H 23年度と同様に実施するが、予算上は昨年は東日本大震災の影響でバレーボールの

Vリーグが取りやめになったがH24年度は実施するため予算額が全年比,大幅な増となって

いる。

参加料はシティマラソン大会のみ頂いており１０キロ、５キロ1,500円、２キロジョキング500円

です。

人件費

従事者数

人件費

0.10

（手段）

従事者数

Ｈ23決算額
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財

源

その他職員

26,541

Ｈ22決算額

0.100.10

135.6

Ｈ24予算額

36,201

0.10

0

6,9005,500

0

531
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実績
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実績
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実績
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5,537
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業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

H22

1

1

1

1

5,373

人

9,500

H23

1

1

1

1

1

1

回

小牧シティマラソン大会

4,000

市民体育大会

市民駅伝競走大会

成果指標名

小牧シティマラソン大会

事業の

達成状況

活動指標名 H22

11 1

H24H23

402

回

1

1

9,277

10,000

9,934

1

1

1

H21

4,500

4,969

人

市民体育大会

9,000

10,523

指定管理者の(財)小牧市体育協会へ、小牧シティマラソン大会、市民体育大会、市民

駅伝競走大会等を委託しており市民体育大会を除く大会は目標人数を達成できた。

10,000

1

1

4,700

H24

各スポーツ大会とも参加人数が多く限度人数に達しており、警察等に更なる協力を求

める。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

各大会とも、参加者が多く、参加人数は、ほぼ限度人数に達している。

各スポーツ大会を実施でき、誘致事業についてもハイレベルなバレーボールの世界

大会等を誘致できた。

方向性の判定 現状維持

改善案等

事業を縮小・

廃止したときの

影響

判　定　理　由

一次評価のとおり。現状維持
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評評評評

価価価価

方向性の判定

事事事事

業業業業

のののの

自自自自
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今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

判定理由

各事業が実施できなくなり、市民がスポーツに参加できる機会が少なくなる。


